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一
I

中
国
農
巣
技
術
史
上
の
若
干
の
問
題

春
秋
戦
国
時
代
と
S
え
ば
'
中
国
の
政
治
文
化
乗
合
経
済
史
上
.

1

大
奨
草
を
招
来
し
た
時
期
と
せ
ら
れ
る
.
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
襲
草
の

･

契
機
と
も
な
っ
た
農
業
技
術
上
の
襲
革
と
し
て
'
織
製
農
具
･牛
饗
耕
･

施
肥

･
農
業
水
利
の
利
用
等
前
代
未
聞
の
事
柄
が
､
細
前
後
し
て
お
こ
･

-
'
耕
地
の
摸
大

･
農
業
生
産
力
の
襲
達
を
き
た
し
'
そ
れ
が
生
産
関

係
に
襲
化
を
輿
え
､
階
級
分
化
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
｡
と
こ

●●

ろ
で
､
そ
の

鼓術的
内
容
に
つ
S
て
崎
､
案
外
突
き
進
ん
だ
研
究
が
少

い
の
で
､
蛍
に
私
の
見
解
を
草
し
て
､
大
方
の
批
正
を
仰
ぎ
た
･S
｡

】柄

排

の

群

党
案
の
雷
に
親
許
の
文
字
が
出
て
-
る
の
は
'
左
の
数
保
で
あ
る
｡

●

●

『
詩
経
』
周
萌
噴
噂
-
亦
服
粛

耕'十
千
椎

璃

天

野

､嘉

.
一

之

∵
助

ヽヽ

●
●

『
逸
周
寄
』
大
衆
解
1
飲
食
頼
約
'
輿
弾
枢
庸
､
璃
耕
倶
転
'
男
女
有

一

姫

『
呂
氏
春
秋
』
季
冬
紀

･
『
穏
記
月
』
令

-
季
冬
之
月
､
命
司
農
計

乳
S
'
事
,
笑

辞
,
具
完

(鮎
諾

蒜

網
)

●
●

『
葡
子
』
大
略
第

･
『
大
戴
薩
』
骨
子
制
言
篇
下

-
高
見

耕者
沸立
而
′

読
(
加
納
表

枠
伽
硝
)

『
左
偉
』
昭
公
十
六
年
俸
～
子
産
日
.
昔
我
先
君
檀
公
輿
商
人
皆
出
自

0

-
周
'
庸
次
比
沸
.
以
文
殺
此
地
'
斬
之
蓬
蕎
寮
費
'
而
共
虞

一虫 I-

a

『
韻
語
』
英
語

-
曹
如
農
夫
作
耗
以
刈
殺
四
方
之
蓬
蕎

●

●

『
鈴
語
』
幼
子
篇
-

長
阻
･
無
歯
親
而
耕

ノ

こ

れ
ら
め
文
中
か
ら
は
､
親
許
の
内
容
を
遺
憾
乍
ら
窺
S
知
る
敬
え

な
い
O
を
互
で
漢
代
の
人
か
ら
､
そ
の
解
腰
を
凍
め
ね
ば
な
ら
ぬ
.
そ

の
手
渦
IT
と
し
て
､
私
は
左
の
二
犠
打
引
合
い
に
出
そ
う
｡
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●●●●●

『
湊
菩
粒
食
貨
志
1
后
稜
始
桝
田
.

以山東璃沸

『
訣
文
僻
事
』
の
璃
-
乗
虞
五
寸
薦
伐
二

T仇乳軌､仇
乗
馬
聾

.
_

(
雑
詣

駕

蒜

ほ
,『
繁

謂

諾

譜

蒜

如
贈
誓

い
る
B.
)

即
ち
前
者
は
協
業
の
仕
方
か
ら
之
を
解
輝
L
へ
後
者
は
を
の
教
具
の

面
か
ら
説
明
し
て
い
る
が
'
此
の
両
者
の
綜
合
さ
れ
た
解
が
､
紅
に

『

周
繕
』
孝
二
記
匠
人
の
保
に
出
て
来
る
.
日
-
'
T
匠
人
膚
溝
池
｡
沌

虞
五

寸
〇

二
薦
柄
｡

1
璃

之
伐
'
虞
尺
深
尺
'
謂
之
酬
｣
と
.
即
ち

椙
の
巾
豊

寸
,

(
i
･1
鮎

頗
鮎

.J
翫

韻

,超
i
競

鵬
警

張

碓

a
,Q

瞥
宗

露

順
蒜

=
1ハ)
二
本
の
碧

璃

(
那
)
と
し
二

親
の
伐

(
蛸
詣

約
.㍍

を
)
で
,
虞
三

尺
'
警

l
尺
の
鵬
を

-
り
'
芭

て
唐
の
茸
公
彦
疏
に
云
う

｢
川
上
種
襲
｣
即
ち
鮎

に
播
種
し
女
も
の
で

あ
る
｡

(鞄

硝
紳
謁

漂

臥
認

諾

)
と
と
ろ
で
此
の

『
周
穐
』
の

文
は
'
そ
の
後
段
に
幕
池
の
制
が
訣
か
れ
て
'
水
利
田

(華
北
で
云
う

｢
水
地
｣
)
た
る
こ
と
を
知
る
｡
セ
し
て
其
の
地
の
満
排
の
仕
方
と
し

て
､
二
本
の
相
が

一
セ
ッ
ト
を
璃
し
.

一
セ
ッ
ト
の
す
き
潜
こ
L
で
.

虞
'
深
夫
々
山
尺
の
桝
を
つ
く
る
作
塾
法
を
の
ペ
て
S
る
.
尤
も
そ
の

亀
巾
が
l､
漠
代
の
代
田
法
に
み
ら
れ
る
如
く
､

1
尺
と
せ
ら
れ

た

か

は
'
疑
問
で
参
る
.

『
呂
氏
春
秋
』
辞
表

に

｢
畝
欲
虜
以
卒
､
桝
欲

小
以
深
､
下
得
陰
､
上
得
陽
ハ

然
複
成
生
｣
去
託
さ
れ
た
事
例
も
出
て

4

来
る
か
ら
｡

]
倦
'
申
開
で
は
'
発
案
時
す
で
に
耕
地
把
作
垂
さ
れ
た
事
賢
が
存

す
る
O･

例
え
ば

『
詩
経
』
弊
風
南
山

･
小
確
信
南
山
や

『
呂
氏
春
秋
』

任
地

･
将
士
篇
'

′

『韓
非
子
』
外
層
訣
右
上
な
ど
に
出
て
-
る
｡
と
-

わ
け

『
左
偉
』
成
些

事

6
90
B
･C
･
の
俺
が
最
も
明
瞭
に
理
解
さ
れ

る
か
ら
'
左
に
引
用
し
て
お
-
0

●

●●

｢
晋
-
-
使
帝
之
封
内
意

束其畝｡･-

由

日
'
-
-
先
王
礎
理
天

･下
､
物
土
之
軒
而
布
英
利
｡
放

『
詩
』
(
詣

山
)
臥
'
芸

我
現
､

7-45
●●

●

甫
束
其
畝
｡
今
昔
子
彊
理
諸
侯
'
而
日
義
東
其
畝
而
己
｡
唯

音子戎′

●●●
●●●●

季長利'無顧土宜'其
無
力
非
先
至
之
命
也
乎
｡
反
免
重
刑
不
義
'

●

何
以
葛
盟
主
.

r

こ
れ
は
､
晋

･
帝
の
講
和
時
､
敗
戦
の
帝
を
し
て
領
域
内
の
田
の
.撃
の

カ
向
を
東
西
に
さ
聖

和
の
破
れ
た
場
合
､
晋
の
戎
革
の
斉

へ
の
藩
政

だ
容
易
な
ら
し
め
ん
と
し
夜
に
勤
し
､
反
動
論
が
海
こ

つ
て
'
取
止
め

に
な
つ
.允
の
で
は
あ
る
が
､
昔
時
帝
の
田
が
作
毒
さ
れ
て
S
た
事
賢
は

放
置
出
来
よ
う
｡
併
し
こ
の
件
整
地
が
､.
藩
政
の
･勉
め
.に
出
来
た
と
す

.
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は
た
ち

る
の
は
'
云
い
す
ぎ
で
'
今
日
華
北
､
束
北
の
草
地
に
行
わ
れ
る
作
墾

-
保
播
と
関
連
す
る
ト
を
考
慮
す
れ
ば
､
明
瞭
で
あ
り
.
解
っ
て
港
概

の
有
無
疫
関
係
な
-
､
始
ま
つ
衆
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.

再
で
耗
排
の
問
雇
に
戻
る
｡
上
記

『
論
語
』
の

｢
長
阻
･
柴
溺
璃
而
､

耕
｣
に
封
す
る
諸
解
曙
を
た
.づ
ね
る
と
､
先
ず
漢
の
鄭
玄
が
､
『
周
縛
』

考
工
記
匠
人
の
句
を
以
て
之
を
説
明
し
'

｢
和
虞
五
寸
､
二
相
薦
柄
｣
.

と
し
,
(功
鮎

讐

梁
㌢

芸

悦
に
之
姦

紡
し
て
;
r
箱
､
･･････旗

五
寸
〇
五
寸
則
不
成
伐
､-
敬
二
人
並
耕
｡
爾
荊
並
得
虜

一
尺
'

1
尺
別

成
篭

｡
華

至

福

篇

空

(艶

増
)
と
し
た
｡
北
采
の
刑
雪

女

｢
長
阻
饗
溺
並
二
相
而
排
｣
と
し
(鶴

)
南
采
の
朱
憲
も
亦

｢
,
霊

廟
空

と
し
た

(
鞄

)
.
そ
し
て
軒

の
程
雷

に
小
雪

て
･
T

l
人

之
力
能
任

1
相
､
而
不
能
以

一
人
勝

1
托
之
耕
｣
何
也
｣
と
'
疑
問
を

提
出
し
て
'

｢
無
佐
助
之
者
､
カ
不
得
敵
地
｡
故
必
二
人
撃

東

而
耗

耕
之
.
合
力
同
奮
'
剃
土
得
勢
'
士
乃
逆
襲
'
以
終
長
畝
､
不
難
也
｣

と
､
同

一
作
業
の
協
同
に
よ
る
数
果
-

労
働
心
理
畢
的
に
み
た

11

か
ら
説
明
害

し
た

(
鮎

糊
盛

監

陶
器

蒜

紬
憎
雫

)
.

と
こ
ろ
3
''
｢
並
耕
｣
の
解
に
勤
し
､

『
論
語
』
に
み
え
る
長
阻

･
粂

易
の
侯
の
経
文
に
疑
問
を
抱
く
聾
者
が
出
て
衆
.た
.
私
は
こ
1
に
経
文

査
保
を
引
用
し
て̀
､
讃
者
の
注
意
を
む
け
舞
い
.

●
●
●

｢
長
?
･
顔
瀦
満
面
耕
.･
孔
子
温
之
'
優
子
路
岡
津
帝
｡

長
池
日
大

執
輿
著
名
誰
･.
･千
路
自
薦
孔
丘
｡
日
是
魯
孔
丘
輿
｡
r封
是

也
｡
せ

.是
知
津
蔦
｡
間
倭
発
頭
.
日
子
馬
誰
.
日
馬
伸
由
.
日
是
魯
孔
丘
之

ヽ

徒
輿
o
封
自
然
0
日
溶
滴
者
天
下
皆
是
也
.
而
誰
以
易
之
｡
且
而
輿

●●●●

其
従
粋
人
之
土
鳩
'･
豊
若
従
辞
世
之
士
哉
｡

繕而不壕.手
絡
行
以

･

ヽ

●

告
｡
夫
子
撫
然
日
烏
#
,不
可
興
国
群
｡

普
非
新
人
之
徒
輿
而
誰
輿
.
/

天
下
常
道
､
丘
不
興
易
也
｣
∵

]
髄
､
曲
の
保
は
､

『
史
記
』
孔
子
世
家
に
よ
れ
ば
､

｢
糞
を
去
つ
､

て
秦
に
反
る
｣
途
次
の
こ

.･U
l
L

て
15
る
｡

即
ち
集
は
春
秋
時
代
楚
の

畠
で
､
今
河
南
省
葉
願
の
南
三
十
安
里
の
地
と
S
Jわ
れ
､
秦
は
孔
子
の

常
時
そ
の
都
安
徽
省
風
合
に
移
し
て
S
た
｡
観
の
鄭
道
元
の
『
水
産
注
』

.∫

巷
三
十

-l
潅
水
の
健
に
.

｢
地
理
志
日
､
南
陽
莫
方
城
邑
西
､
有
責
城

ヽ

山
.
是
長
阻
'
粂
瀦
耗
排
之
所
｡
有
束
流
水
｡
則
千
路
開
津
虚
｣
と
敵

で
潜
り
'
清
の
播
椎
城
の

『
論
語
古
注
集
毒
』
誓

右
と
ほ
ぼ
同
文
の

も
の
を

r
聖
賢
家
墓
記
｣
か
ら
抄
録
し
.
更
に
唐
の
親
王
李
泰
の
句
掃

地
志
』
を
ひ
亀
､
｢
黄
城
山
俗
名
兼
山
'
在
許
州
葉
願
西
南
二
十
五
里
｣

と
し
て
5
る
.
尤
も
乾
隆

『菓
願
意
』
態

蔓

百

川
の
株
に
具

′J
J軍

一･･･46--
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楯
山
､

一
名
黄
成
山
'
在
原
北
十
里
o
山
下
有
束
施
(
即
温
顔
璃
排
､

予
路
間
津
虜
也
｡
今
流
之
南
有
閑
津
村
在
云
｣
と
あ
-
'

｢
黄
城
山
夜

鷹
南
四
十
里
'
輿
裕
州
方
城
山
相
連
｣
云
々
と
出
て
い
で

tj
L)に
捻

r

阻

･
顔
の
こ
と
な
し
O
俺
訣
上
の
事
柄
で
あ
-
､
い
ず
れ
が
正
し
い
の

か
､
私
に
は
判
ら
ぬ
が
'
と
に
か
-
こ
れ
ら
の
地
方
は
､
年
降
水
量
七

b
O
粍
台
の
華
北
型
農
業
.の
行
わ
れ
る
地
方
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
疑
惑
の
出
所
は
､
こ
の
密
女
に
出
て
-
る
二
間
二
答
か
ら

で
あ
る
｡
即
ち
清
の
采
朔
鳳
の

F'四
書
古
今
訓
輝
』
に
は
､
｢
些

大

雄■

並
蟹

1
尺
之
地
､
末
必
並
蟹
.
知
者
孔
子
佳
子
路
間
津
於
長
阻
.
長
汎

不
封
,
叉
開
発
顔
｡
若
並
頭
共
敬
,
不
磨
別
間
無
歯
｡
明

弘乳K･+軋･

可
知
雄
有
前
後
,
英
田III
自
得

l
尺
､
不
催
要
並
也
｣
と
し
れ
し
､
同
じ

-
劉
恭
最
の
『
論
語
正
義
』
に
も
'
陶
文
が
見
え
､
ま
た
黄
式
三
の

『
論

語
後
案
』
ノに
も
'

｢
此
経
下
有
雨
間
両
答
'
未
必
並
敬

1
尺
之
土
也
l

と
す
る
.
こ
の
疑
問
は
､
暫
ら
-
そ
の
解
決
を
保
留
し
て
お
く
O
s
ず

れ
に
し
て
も
､
以
上
あ
げ
た
諸
詮
は
'
両
人
が
夫

々
耕
具
を
も
つ
ーし
と

を
'
雷
然
の
如
-
認
め
､
経
文
の
鮭
-
の
方
に

｢
積
而
不
蘭
｣
と
出
て

5
る
の
rJJr
統

一
的
に
把
捉
し
て
S
な
い
｡
鄭
玄
は

｢
積
､
覆
種
也
.

畷
止
せ
｣
と
僻
し
､
そ
の
後
の
諸
説
多
-
之
に
従
い
､
皇

侃

の
如
き

＼､

は
､

｢
覆
種
考

植
穀
之
綾
｡
発
揮
後
覆
し
と
..
之
を
敷
街
し
た
｡
二

小
生

『
論
語
』
の
経
文
を
､
樺
義
に
捉
わ
れ
ず
に
虚
心
に
よ
め
ぼ
'

I

-
人
が
耕
作
業
を
､
他
の
一
人
が
積
作
業
払
捧
嘗
し
て
S
た
こ
と
､
も

,/

少
し
詳
し
-
云
え
ば
'

山
人
が
発
き
竺
且
つ
で
'
相
計
以
て
播
港
払
推
√

っ
て
ゆ
く
｡
後
か
ら

.L
L人
が
そ
こ
に
種
を
投
じ
て
足
で
覆
種
し
て
S
つ

た
O
そ
れ
を
耗
排
と
云
っ
た
ま
で
亘
､
此
の

こ

せ
ツ
､ト
で
耕
種
作
業
が
､

一

成
立
し
て
S
る
の
だ
｡

一
俵
へ
華
北
砂
地
は
'
年
降
水
量
が
少
も

車

S
そ
の
大
卒
が
作
物
の
成
長
期
に
あ
る
の
が
意
ま
れ
て
S
る
が
'
併
し

年
ふ
の
偏
差
が
極
め
て
高
s
m
ゼ
'

｢
十
年
九
皐
L
′の
俊
彦
さ
え
あ
る

㌔

虜
で
あ
る
｡
且
つ
春
先
の
寡
雨
と
季
節
風
の
襲
来
に
t
i
ケ
て

排
稜
時

に
お
け
る
土
.壊
塊
分
の
蒸
散
は
'
春
作
物
の
敬
芽
に
甚
大
の
影
響
を
鳥

つ
･.
.
｢
二
籍
並
耕
｣
し
こ
土
廉
を
ひ
っ
-
-
返
し
.
暫
し
で
も
を
の
ま

■

1
托
し
て
お
け
ば
､′
な
け
な
し
の
土
壌
水
分
を
蒸
徹
さ
せ
る
結
果
を
導

-
｡
硬
芽
の
如
何
こ
ぞ
'
農
民
の
死
活
問
題
で
あ
-
.
そ
の
滞
今
日
華

北
鹿
民
の
排
種
慣
行
が
教
え
る
如
-
'
耕
地
と
播
種
と
は
'
同
時

t
其

′

し
て
行
わ
れ
､
敬
芽
を
凌
つ
.
而
も
そ
れ
が

l
定
期
間
を
経
て
.
襲
芽

せ
ね
ば
､
直
ち
に
他
件
物
を
褐
種
す
る
O
華
北
農
民
が
'
常
に
数
種
寮

9
種
子
を
用
意
す
る
の
TP
rノ元

の
暴
雨
主

壊
水
分
の
不
足
に
困
由
し
､

-47-
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叉
排
種
同
時

1
貫
作
業
も
'
.土
壌
水
分
の
保
蓄
措
置
に
蟹
し
て
S
る
｡

.i

＼
今

一
つ
'
積
に
封
す
る
別
の
解
が
あ
る
.

そ
の
出
所
は

『
固
辞
』
弊

･
せ
p
i

と
述
べ
ら
る

'(
｢囲
静
考
L

萄
支
部
上
代
あ
櫛
鍵
』
昭

和

年
率

潤
)

欝
､～
『
管
子
』
小
巨
編
の
左
の
文
章
か
ら
で
あ
る
｡

庫

(今
)
失
農
聾
葦
而
州
虚
'
摩

(審
)
其
四
時
'

簡
具
備
英
検
辞
用
)

(
比
)
末
沌
御
慶

(穀
浸
)
､

樟
節
共
用

(揺

及
襲
撃
塵
へ藁
)

t

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

除
田
､
以
待
時
耕
｣

障
)｡

及

(刀
)
耕
､
深
耕
疾
積
之
'

(深
排

均
種
疾
積
先
席
垂
捧
)
以
待
時
雨
｡
時
雨
既
室
へ
挟
其
槍
刈
短
絡
｡

以
旦
暮
礎
事
於
田
野

(撃

｣
｡

(
内
払
管
手
芸

)

ML

｢斉
語
｣
と
t
r
小
匡
｣
と
'
い
ず
れ
が
藤
本
で
あ
る
か
｡
小
柳
司
東
大
博
士

は

｢恐
-
は
小
匿
は
斉
語
に
本
づ
き
し
者
な
る

べ
L
L
と
し
､
そ
の
理
由
と

l'/し
て
､

｢
小
巨

の
文
は
､

奔
語
よ
Sa
も

1
投
に
誇
虫
的
､托
し
て
'
且
叉
簾
中

に
記
す
る
所

の
桓
公
が
'
す
で
に
受
命

の
天
子
を
以
て
自
ら
任
ぜ
ん
と
⊥
た

る
こ
と
は
'
謝
辞
篤
と
趣
旨
自
ら
問
じ
き
者
あ
恥
､
'足
れ
恐
-
は
'
後
人
の

難
棟
に
出
で
し
者
な
ら
ん
か
｣
と
静
ぜ
ら
る
(
｢管
子
Iの
本
文
批
評
｣
『
煉
東

-

洋
思
想

の
研
究
』
昭
和
十
三
年
刊
)

｡

之
に
暫
し
林
泰
輔
博
士
は
'

｢
『
国

語
』

の
奔
語
は
'
橿
公
'
管
伸

の
事
に
し
て
'

『
管
予
』
と
何
じ
｡
而
し
て

『
左
偉
』
に
は
'
仝
-
斉
語
の
事
な
し
.
故
に
清

の
董

埠

齢

(
『
国
語
正

義
』
〕
ば
'
奔
語
は
仝
-
亡
び
L
を
以
て
'
後
人
の

『
管
子
』
を
栗
野
て
礁

い
し
も
の
な
る
べ
き
を
廉

い
'
こ
の
篤
を
以
て

『
均
語
』

の
.虞
文
に
非
ヂ
JJ

右
の
文
は
'
管
子
が
桓
公
に
答
え
喪
も
の
と
せ
ら
れ
て
､S
る
が
､
勿
論

仮
託
し
た
も
の
｡
両
も
そ
れ
に
は
靴
字
や
錯
文
な
ど
の
存
す
臥
難
解
lの

-
支
と
し
七
.
尊
者
を
悩
ま
せ
七
来
た
O
.今
私
の
必
要
と
す

る
と
Jこ
ろ

は
'
を
の
耕
種
転
籍
の
時
間
的
経
過
で
あ
-
'
両
者
を
合
せ
考
え
取
捨

す
る
と
､
深
耕
､
均
種
､
疾
積
し
′て
排
種
過
程
藍

切
了
し
､
時
雨
を
ま

J
つ
七
重
棒
の
中
排
除
事
件
発
が
連
行
せ
ら
れ
る
こ
､と
､.そ
レ
て
此
の
壕

食
の
癌
の
字
は
覆
種
と
考
d
-て
よ
S
が
､
別
に
舟
の
草
昭
の
『
国
語
解
』

に
お
け
る

｢
積
'
摩
平
場
｣
の
解
樺
が
あ
る
.

因
み
た
簿

墨

漕

『
葦
経
票

』
賢

『
慧

』
横
の
健
で
'

｢萱

-

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

賛

否
刊
叉

!
串
o
不
慮

一
刻

之
開
'
旋
耕
旋
襟
種
也
｣
と
せ
る
聖

女
し

い
が
'

｢
此
鹿
之
横
へ
軸

『
斉
語
』
管
伸
餅
云
及
耕
深
耕
而
疾
康
之
以
待
時

衝

･
阜
挙
式
'

球
摩
平
地
｡

時
雨
華
､

常
種
之
也

(
『
皇
紡
錘
解
』
馨

七.
打

首
二
十
四
)
と
し
た
-の
は
'
開
港
だ
O
今
日
.Q
華
北

の
農
民
は
'
氏

の
云

毒

-

I

如
-
耕
轟

の
後
和
平
L
t
時
雨
を
ま
っ
て
播
種
す
る

も
の
が
多

い
が
.'

r琴

.

語
｣

の
後
文
を
済
ん
で
み
て
も
'
東
に

｢小
匡
篇
｣
で
よ
か
堺
か
な
如
y
r

こ

こ

の
意
味
は
'
私

の
上
音
の
如
-
解
す
べ
き
で
あ

る
0

線

言草
昭
の
敦
と
密
接
な
つ
な
が
-
を
も
つ
む
は
､
漢
の
許
鳩
の

『
訣

- 鵬､一一
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文
僻
事
』
木
部
の
海

の
膚
で
あ
る
｡
そ
れ
に
は

｢
摩
田
冷
也
｡
爪
木
憂

4蟹
｡

『
静
藷
』
日
擾
而
不
壕
｣
と
見
ら
れ
る
｡

-
藻

の
石
筏
に
はヽ

｢棟
不
軽
｣
と
あ
っ
て
､
両
の
字
を
欠
-
が
'･
『
艶
文
』

-
乗
部
に
は
榎
の
字
が
無

い
か
ら
'
も
と
は
擾
と
作

っ
た
も
.の
か
.

い
ず
れ
に
′

し
て
も
'
術
語
相
通
ず
る
｡

此
の
摩
田
辞
の
形
態
に
つ
S
て
は
'
こ

こ

に
述
べ
て
.い
な

い
が
'
漢

の
高
誘
の

『
港
南
子
』
氾
論
訓
の
注
に
'

｢
擾
溝
田
像
'

株
レ塊
換

也
.
三
輔
謂
之
倭
止
と
出
､
こ
の
農
具
は
田
塊
を
-
だ
き
.
田
面
を
摩

卒
す
る
堆

(槌
)
と
し
て
.S
Q
.
此
の
説
に
従
え
ば
'
そ
れ
は
欧
に

句

▼A

管
子
』
癖
重
殺
篇
･
『
呂
氏
春
秋
』
廟
選
籍
な

ど
に
見
ら
れ
､
前
書

に

●●

は

｢
1
農
之
事
'
必
有

一
束

･
1
銚

･
一
鎌

二

鋳

･

一庵二

転

'

然
後
成
葛
レ農
｣
と
あ
各
か
ら
'

普
時
重
要
な
農
具
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
思
考
せ
ら
れ
る
.
か
-
て
私
は
'
南
唐
の
徐
錆
の
『
訣
文
僻
事
繋
偉
』

に
云
う

｢
臣
鮮
日
謂
布
種
後
以
此
器
摩
之
'
使
士
開
蟹
虞
複
合
以
覆
種

也
｣
を
素
直

に
理
解
出
蘇
る
｡
此
の
際
些

二
人
の
協
業
に
よ
っ
て
､
耕

種
作
業
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
一る
｡
.

･●

さ
き
,hi李
惇
詮
を
箆
の
文
で
批
判
し
た
が
Y
播
堅

剛の
摩
平
'
今
の

言
葉
で
い
え
LP
.
兜
努
と
か
撹
稜
で
あ
る
｡

一
鰻
'
土
壌
の
擾
操
作
用
は
､
地
表
に
地
下
毛
細
管
,と
の
絶
縁
暦
を
搾

ヽ
｡

る
こ
と
に
よ
っ
て
'
土
壌
水
分
の
蒸
蟹
を
防
が
ん
と
げ
渇
教

用

を

も

I

つ
.
今
日
華
北
で
は
､
春
耕
せ
ば
直
ち
に
'
叉
春
排
さ
ゆ
と
聖

耗
拷

ー
が
必
ず
か
け
ら
れ
､
地
表
に
乾
土
暦
を
つ
ぐ
つ
ノて
'
土
壌
水
分
め
蒸
硬

●●

を
防
ぐ
｡
而
し
て
春
排

に
尭
立
っ
て
'

土糞が
圃
場
に
搬
ば
れ
て
r
牽

ヽ

IJ

●●

返
し
に
際
し
て
.
そ
れ
が
土
中
Ⅶ
覆
わ
れ
る
詩
や
あ
る
｡
す
で
に

糞田

の

を
は
'

『
道
徳
経
』
第
四
十
六
章
雪

｢
天
下
市
道
'
却
発
馬
放

●

●●

糞
｣
-と
見
え
ー
そ
れ
が

『
韓
非
子
』
解
老
籍
に
､二

｢
所
横
力
唯

田噂'

●

ノ且
糞
港
｡
故
日
い
天
下
有
道
へ
欲
発
馬
以
糞
也
｣
と
出
て
-
る
.
ま
夜

●

●
●

●

4tJ

.

『
孟
子
』ノ寓
章
下
に
は
'

｢
耕
者
之
所
穫
'

一

夫
百
畝
.

百

畝

之

葵

､

●
●

上
農
夫
食
九
人
｣
と
S
.
渡
文
公
上
に
､

｢
凶
年
糞
英

田而
不
足
'
則

必
取
盈
鳶
｣
と
せ
ら
る
｡
聾
控

『
碍
子
』
富
国
篇
に
は

｢
掩
地
表
畝
ヽ

●●●●

刺
少
殖
殺
､

多糞肥田'
是
農
夫
衆
庶
之
番
場
｣
と
あ
る
.
即
ち
敵
地

へ

の
施
糞
は
､
少
-
と
も
戦
鴎
時
に
捻
行
わ
れ
夜
と
見
ら
れ
0
.
を
し
て
-

私
は
'
こ

の
施
肥
事
賢
と
関
連
さ
せ
て
､
穣
即
ち
椎
に
よ
る
横
棒
作
菓

･
が
盛
行
し
た
も
の
と
理
解
し
､
そ
れ
が
叉
土
壌
水
分
の
麺
散
を
併
ぐ
数

巣
を
､
経
験
的
に
茂
る
に
至
つ
尭
軒
の
と
見
舞
い
｡
そ
し
で
此
の
鮎
を

明
か
に
取
上
げ
た
の
が
.
r複
線
の

『
弊
民
要
術
』
の
捷
者
山
東
高
陽
の

●
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太
守
貢
息
袖

そ

の
丸
で
あ
っ
た

D

.キ
ヨ
ウ

㌧
､

再
び
耗
耕
の
群
に
か
え
る
｡
跳
上
述
べ
た
病
棟
株
式
は
'
華
北
草
地

.紅
お
け
る
も
の
で
卦
る
が
'
草
地
略
港
赦
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
'
此

の
協
同
作
業
は
､
聾
溝
の
垂
備
に
集
中
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
･

か
Y
等

前
引

『
周
醸
』
匠
人
の
修
を
は
じ
め
'
鄭
玄
以
下
の
諸
説
が
生
き
て
く

る
｡
併
し
そ
れ
は
､
匠
人
の
保
が
明
記
す
る
如
く

溝
池
の
制
と
聞
落

-
･

し
駕

港
水
田
に
於
け
る
耗
排
を
意
味
す
P
o
と
こ
ろ
で
t

F.周
絶
』

は
じ
め
漢
代
の
諸
家
は
'

｢
二
托
馬
沸
｣
と
簡
単
に
取
上
げ
た
が
'
皇

侃
以
後

｢
二
人
並
耕
｣

･
｢
並
頭
共
敬
｣
な
ど
と
'
作
塾
の
法
華

一
段

と
明
か
に
し
て
衆
た
｡
そ
れ
溝
よ
り
具
健
的
に
表
現
す
れ
ば
二

一人
が

同
じ
方
向
に
b
s
て
な
ら
ぴ
'
夫
々
箱
を
地
に
刺
し
･
推
し
て
'
海
こ
′

し
た
士
を

一
人
は
左
に
'

1
人
時
右
に
か
え
し
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な

ら
ぬ
｡
今
日
華
北
の
港
水
田
に
'
斯
か
る
作
車
扱
が
凍
っ
て
5
'る
か
....

I

遺
憾
な
が
ら
私
は
見
て
い
な
S
か
ら
'
諌
者
の
指
数
を
乞
う
｡
､

･と

こ
ろ
で
へ
唐
の
孔
頴
達
は

『
毛
詩
正
義
』
小
雅
大
田
の
詩
で
'
｢

●●

計
耗
尊
者
､
以
耕
必
二
相

相野､夷
敬

1
尺
之
地
'
故
計
両
級
之
也
｣

と
す
｡
親
を
封
と
解
す
る
の
は
つ
す
で
に

『
漢
書
中
高
帝
紀
に
み
え
る

｢
耗
語
者
棄
布
｣
の
句
か
ら
も
窺
わ
れ
る
と
こ
･ろ
'
今
孔
詠
を
敷
宿
し

I

て
許
け
ば
､
二
人
が
反
対
の
棟
か
ら
'
朴
･い
合
っ
て
夫
々
刺

土
推
起

し
'
土
を

一
方

(左
側
Q-･)
に
か
え
し
て
作
塾
し
た
も
の
で
あ
ろ
敷
.

面

も
こ
れ
が
今
日
'

｢
結
柄
放
し

言
.
ヨ
豊

の
名
で
'-疎

鮮

の
京
-

城
､
西
南
約
八
十
秤
の
海
中
に
あ
る
徳
横
島
で
行
わ
れ
て
S
る
.
を
机
､

は
'
ク
ビ
と
稀
す
る
極
め
て
原
始
的
な
縄
を
女
が
つ
か
&
.
畝
の
爾
瑞

Iか
ら
互
い
に
左

へ
土
敬
潜
こ
し
て
進
み
へ
ま
ん
中
で
行
き
ち
が
っ
て
他

靖
に
辿

り
つ
け
ば
､
そ
の
畦
は
完
全
に
崩
さ
れ
て
F
を
れ
は
港
と
な
歩

を
の
南
側
が
今
度
は
畦
と
象
る
よ
う
t
も

一
度
雨
聾
の
土
が
そ
こ
紘
層

せ
ら
れ
る
･-
.

Q
で
あ
る
｡
私
冬

こ
れ
迄
か
-
解
し
て
衆
允
が
'
必
ず
し

I

も
発
き
の

｢
並
頚
共
聾
｣
を
非
と
い
い
透
れ
な
S
｡
む
し
ろ
両
者
を
ふ

-
め
海
藻
代
の

｢
二
相
環
沸
J
JJ
五
つ
海
見
解
に
'
左
襖
し
や
い
.

-

き

ろ
が
遠

山
武

一
君
は
山
西
省
赦
安
地
南
に
見
ら
れ
る
鎖
撃
､槍

翠
に
着
眼
せ
ら
れ
海
.
こ
れ
捻
､樽
型
の
先
端
鼻

先
に
近
い
と
こ
ろ
か

ら
､

前
方
に
向
つ
て
畢
小
柄
を
附
し
た
二
人
用
の
耕
具
で
､
∵
人
か
踏
敬

の
柄
を
担
っ
て
'
双
発
を
脚
で
麟
込
む
と
'
之
と
む
か
5
合
っ
た

1
人

.メ

が
'
長
柄
の
先
端
を
持
っ
て
土
中
に
入
っ
た
匁
先
を
引
上
げ
て
､
沸
起

す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
｡

即
ち
こ
の
成
型
を
用
い
'
両
人
-が
と
の
耕

具
を
中
心
と
し
て
向
い
合
S
､
両
人
協
力
し
て
'
･之
を
挿
し
'
引
き
つ

一 軸 --



1

還

す

の
を
蒜

謂
親
警

敦
明
さ
れ
k
o

(

鮎

認

諾

監

護

-

表

性
朋
敵
配

叫
認

諾

軒
)
へ
併
し
二
人
用
箕

が
差

障
存
L
nR

も
の
か
疑
問
で
､
史
上
に
あ
ら
わ
れ
る
最
初
の
も
抄
は
'

『
漢
書
』
食

も
と
の

費
志
の
｢
故

卒

都

(駅
西
安
定
願
)
令
光
､
教

(港
)
過
以
人
晩
翠
}

ヽ

と
あ
る
人
の
ひ
-
梨

で

あ
ろ
う
O
春
秋
に
は
じ
ま
-
戦
国

･
奏

･
湊
に

盛
行
し
た
溝
渠
を
通
じ
'
こ
の
葦
北
永
利
田
の
耕
地
作
業
を
目
賭
し
て

●●

書
き
嬢
し
た

｢

〓相席
沸
｣
の
旬
を
西
山
氏
の
よ
う
に
勝
手
抵

1
つ
の

I

耕
具
に
改
め
る
詩
に
披
ゆ
か
ぬ
.

一

之
を
要
す
る
に
'
-韻
餅
の
語
は
'
協
同
耕
作
と
S
つ
庶
普
通
名
詞
に

､

過
ぎ
ず
､
時
代

･
地
域

(耕
地
事
情
)
に
ょ
つ
て
排
件
の
協
同
の
仕
方

に
相
違
の
存
す
る
こ
と
は
'
前
蓮
で
明
か
に
し
た
如
-
p
文
義
に
添
っ

た
解
樺
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

､

J.
二義
よ
り
型
へ

莱
相
の
滑
草
に
就
S
て
誓

徐
仲
野
氏
の

｢
来
相
敦
｣
蒜
中
央
研
敷

院
歴
史
語
嘗
研
究
所
集
刊
』
第
二
本
第

∵
分
･
(民
国
十
九
年
五
月
刊
)
∫

把
へ
甲
骨

･
銅
器
の
文
字
や
'
刀
布
そ
の
他
古
文
献
か
ら
の
該
偉
な
考

(
ti2
2
B

.

a
.)
後
'
東
方
静
邦
に
東
用
せ
ら
i
i
私
は
原
人
の
つ
か

っ
た
耕
具
で
'
束
儀
以
後
'
汗
､
潤
の
問

(駅
西
)
に
行

わ
ーれ

夜
o
/

而
し
て
束
は
'
古
-
畔
上
の
柄
が
微
か
に
曲
-
'㌧
下
端
が
分
岐
し
た

樹
枝
式
の
も
の
--
そ
れ
は
､

甲
骨
文
や
金
文
の
イ
稽
｣

の
偏
夢
や

｢
方
｣
の
字
臥
ど
か
ら
推
定
し
夜
4
.形
-

で
､
山
菜
省
嘉
静
麻
の
武

梁
詞
の
画
像
石

で
武
薬
石
窒
弟

二
石
帝
王
固

1萄

-
1遼
A
.D
.i
T･に

見
え
る
来
籍
を
以
て
そ
の
道
製
と
み
'
柘
は
そ
の
ス
す
先
が
国
頭
平
板

-
甲
骨
文

･
金
女
の
邑
の
字
か
ら
推
定

十

､

厨
は
弓
形
に
反
Lfl

-

『
管
子
』
軽
重
己
篇
に

｢
張
粍
常
努
』
と
み
ゆ

1
-｣
わ
が
正
倉

院
御
物
の
予
日
宇
辛
鋤

(7
O.8A㌧D
.)
を
以
て
'
▲毛
の
遭
製
と
み
な
O

東
に
粕
は
東
方
の
束
よ
り
早
-
金
属
を
下
端
に
附
せ
ら
れ

-
1
『骨
子
』

海
届

警

報
織
墓

考

今

等

)

三
柘
軌
,

1
人
之
鮮
弊

と
あ
る
卜
｡
後
索
采
に
も
金
属
を
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
-

61.I

人
の
鄭
玄

(山
東
高
密
の
人
)
経
略
'
ノ｢
富
者
祐

一
金
1

戦
国
時
代
よ
-
.

●●●今之相岐
頭
雨
金
､象
盲
之
沸
也
｣
七
み
ゆ

-
'

和
は
痕
じ
V
,
一
つ
の
名
辞
と
な
り

(例
.法
服

『
孟

頼
義

が
あ

る
O妄

こ
で
は
,
菜
蒜

人
の
習
用
し
窟

具
で
殿

の
滅
亡

子
』
膝
丈
公
上
下
'

『
呂
氏
春
秋
』
季
冬
紀
､

『
穫
誕
』
月
食
.

『
管

苧
』
小
匡

･
授
産

･
圃
苛
つ

『廃
語
』
帝
語
｣
,

『
六
覇
』
ー典
籍
等
}
f
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漢
億
に
よ
っ
て
､
束
は
報
の
上
の
勾
つ
境
木
'
鵜
は
束
の
下
の
打
或
は

金
と
解
碍
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
O.

･最

の
鮎
,
清
の
徐
潮
が
'
す
で
に

『
詮
文
解
字
津
轟
』諺

の
健
で
'

｢鞍
乗

-
栽
杢

l物
二

見
氏

(
京
昏
)
誤
合
食

1
'
湊
儒
多
永
井
誤
｣
QJ
J.
喝
破
し
て

い
る
O

弗
の
誤
を
放
け
た
漠
借
と
し
て
.は
'
邸
玄

(
『
絶
記
』
月
食
の
故
)

…
許
慣

(
『
詑
文
解
字
』
未
の
健
)
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡

ん
因
み
に
徐
仲
静
氏
は
'
未
和
の
浪
清
を
'
春
秋
時
'
或
は
そ
れ
以
前
に
ま
-で

翻
ら
せ
て
い
畠
O

さ

今
日
葦
北
に
見
ら
れ
る
木
枕
は
'
徐
仲
野
氏
の
S
ヶ
と
こ
ろ
の
束
と

形
を
問
う
す
る
が
'
河
南
省
の
木
枕
は
､
長
さ
六
支
握

か
久

義

木

を
操
め
て
作
ら
れ
て
居
る
が
'
極
め
て
堅
賢
で
､
此
の
地
方
で
原
始
的

な
土
掘
り
耕
種
作
業
に
用
S
て
も
'
之
に
耐
え
る
し
'
殴
代
農
作
物
の
ー

大
京
は
'
未

(即
ち
粟
).･

と
黍
で
あ
っ
た
か
ら
､
分
岐
し
た
樹
枝
で
湧

く
ほ
ら
れ
海
溝
に
､
細
粒
種
子
が
厚
播
き
せ
ら
れ
夜
と
考
え
も
れ
灸
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
｡
･-

.

･

次
ぎ
に
相
が
囲
頭
平
板
な
ス
キ
先
を
も
ち
'
そ
℃
て
兼
よ
や
先
に
金

嵐
が
下
端
に
附
せ
ら
れ
た
JJす
る
徐
氏
の
詮
を
､

一
歩
す
1
め
て
'
相

の
先
に
石
棒
の
如
き
が
下
灘
.に
附
せ
ら
れ
J
L

前
寵
朝
鮮
積
徳
島
灯

∫

存
す
る
ク
ビ
.
(托
)
の
先
帝
.雪

･潅
水
を
碍
示
す
る
ト
ト
｡庵
れ
が
後

に
金
属
に
撃
つ
東
と
み
て
は

ど
う
か
｡
そ
し
て
用
人
Q
主
作
物
た
る
黍

･
稜
そ
れ
に
天
の
降
し
た
俸
え
を

(大
)
穿
-
瑞
変
の
播
種
に
.
を
の

.血
相
が
用
S
ら
れ
'
こ
れ
が
投
入
の
末
よ

カ
1
段
進
歩
し
た
形
巌
だ
と
'

-
見
倣
す
こ
と
が
出
来
な
5
か
し
払
｡
･S
く
解
す
れ
ば
､
陳
狗
秀
が

｢
籍

の
土
を
畿
す
こ
と
'
蓮

ぐ
束
に
優
P
o
こ
れ
鮫
･周
興
亡
の
大
本
な
男
｣

(
｢
欝
庵
字
許

(≡
)
｣

『
東
方
雑
誌
竺

二
四
ノ
七
民
図
二
十
六
年
四

∩Hi

月
～一
日
刊
)
と
断
じ
皇

自
棄
も
'
理
解
出
蘇
る
よ
う
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
.fJ､
此
9
農
業
生
産
を
左
右
す
る
乗
緒
は
'

『
周
穐
』
考
工

記
事
人
の
傍
に
'l-く
わ
し
く
出
て
く
る
｡､
こ
こ
で
捻

｢
革
人
馬
乗
艦
.

長
尺
有

一
寸
'
申
直
三
尺
有
三
寸
Y
上
旬
者
二
尺
有
二
寸
C
日
英
庇
へ

縁
其
外
'
以
室
於
首
､
以
弦
其
内
､
六
尺
有
六
寸
'
鼻

歩
相
'中
也
｣
差

し
る
し
て
'
未
の
構
造
を
明
記
し
て
5
る
が
･'
こ
む
の
養
蜂
'
先
端
の

t

分
蚊
し
打
元
来
の
も
の
で
渦
な
く

唐
の
巽
公
産

の
疏
紅

｢
来
状
若
身

之
曲
柄
秋
｣

と
あ
る
如
-
､
相
と
見
ら
れ
f

｢
考
工
記
｣

製
作
の
頃

メ.叶
に
'
す
で
に
繭
者
の
混
同
が
存
在
し
ね
こ
と
堅
不
す
｡
′
と
こ
ろ
′で
､
長

文
に
埠
其
の
あ
と
に
､

｢
整
地
欲
直
庇
'
柔
地
欲
句
庇
｡
直
庇
則

利

華

句
庇
則
利
登
｡
侭
句
若
齢
'
謂
之
中
空

之
て
'
土
壌
の
堅
柔
把

62
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I

･よ
ウ
て
､
庇
即
ち
ズ

千
曳
を
約
め
る
も
の
の
角
皮
を
区
別
し
て
i
る
か

ら
,'
常
時
す
で
に
経
験
的
に
土
壌
に
即
廃
し
夜
来
緒
が
つ
-
ら
れ
て
い

た
と
い
え
る
｡
な
お
薮
に
は
'明
か
に
さ
れ
て
S
な
S
が
'
『
港
南
子
』

∫

主
術
訓
下
や
･『
塵
織
諭
』
未
通

･
取
下
策
に
は
､
い
ず
れ
も

｢
末
を
銃

む
｣
と
出
て

潜
久

か
の
潮
鮮
積
徳
島
の
タ
ど
の
如
宝
､
或
は
我
が
子

′

日
宇
辛
鋤
の
如
く

そ
の
先
の
方
に
足
で
ふ
む

｢
鍵
｣
が
ヽ
-
少
J
JU
も
t

漢
代
の
采
籍
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
0
号
し
て

『
港
南
予
』
主

術
訓
下
に
'

｢
一
人
娯
未
而
耕
不
過
十
畝
｣
と
あ
る
か
ら
'
･常
時

l
家

の
耕
作
面
積
官
畝

(我
が

1
町
九
反
飴
)
と
し
て
､
十
日
あ
ま
少
で
排

種
作
業
が
完
了
し
た
も
の
jiJrみ
ら
れ
る
｡

も
と

而
も
漢
の
武
帝
の
末
年
に
い
売
る
と
'
故
の
卒
都

(駅
西
安
定
願
)

.令
夜
る
光
が
'
漢
粟
都
射
の
遭
遇
に
人
の
挽
-
撃
を
教
え
た
と
の
史
賢
′

が
'･

『
漢
書
』
食
賃
志
に
見
え
'

｢
人
多
き
者
は
日
に
三
十
畝
､
少
き

者
は
十
三
畝
を
田
つ
く
る
｣
と
あ
る
か
ら
F
数
率
の
高
い
改
良
農
具
と

し
て
､
官
麿
の
記
録
に
と
ゞ
め
ら
れ
液
が
'
其
の
構
造
に
つ
S
て
峰
､
-

不
明
で
あ
る
｡
今
日
華
北
農
村
で
､
未
だ
に
利
用
さ
れ
て
S
る
入
線
撃

に
閲
し
そ
は
｡
ワ
グ
ナ
ー
博
士
が
夙
に
そ
の

『
申
開
農
蓄
』

+(
一
九
二

六
年
刊
)
に
寓
展
を
掲
げ
つ
＼

｢
牽
韓
は
上
方
彊
曲
少

へ
発
端
に
下

庫
を
の
茸
S
導
練
が
つ
き
､
直
立
前
進
す
る
人
が
盾
を
そ
の
下
に
拳
で

前
方
へ
ひ
-
よ
う
に

怒
っ
て
S
る
｡
同
時
に
他
の
t
人
が
'
-屑
で
後
方

か
ら
撃
把
を
.&
さ
え
'
そ
れ
で
身
を
さ
さ
え
乍
ら
'
饗
を
地
中
に
お
し
.

込
む
｡
仕
事
が
困
難
充
と
.
.な
お
二
人
の
者
が
左
右
に
い
て
､
肇
韓
に

t

∫

縛
り
つ
廿
た
索
を
眉
に
か
け
て
ひ
-
｣
と
､
訣
明
し
て
S
る
.
漢
代
や

入
線
聾
が
'
斯
様
な
も
の
せ
あ
っ
た
か
判
ら
ぬ
が
'
兎
に
角
'
そ
れ
は

一
人
用
の
も
の
で
,は
潅
-
､
少
く
と
も
二
人
が
か
-
で
使
っ
た
と
.
私

.

●

は
考
え
て
い
る
(･.

I

次
ぎ

に
蘇
托
よ
-
饗

へ
の
線
化
の
問
題
で
あ
る
が
,
こ
れ
は
牢
を
耕

作
に
使
役
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
.
牛
の
鼻
を
穿
っ
て
環
を
は
め
る
教

具
に
就
S
て
は
う
既
に

『
呂
氏
春
秋
』
重
己
第
に
'
′
｢
使
五
尺
竪
子
引

英
機
肝
牛
慈
所
以
之
,
傾
也
｣
と
あ
る
如
上

子
供
で
も
容
易
易

し

う
る
こ
と
監

ぢ

て
.S
る
｡

『
荘
子
』
秋
水
篇
に
も
,

｢
穿
牛
鼻
｣
㌢

63

あ
る
し
1

『
惟
両
手
』
主
術
訓
下
に
は
'
｢
薯
塘
指
Q
之
桑
傑
以
其
其
鼻
｣

-
と
出
て
S
て
'
牛
の
鼻
哲
が
桑
健
を
以
て
せ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ

れ

る
｡
文
献
考
欝
か
ら
す
れ
ば
1

戦
図
時
と
せ
ら
れ
る
が
､
.『寒
露
穆
葬

辞
固
藤
』
第
六
十
九
圏
の
銅
希
固
差
纏
に
は
'
牛
の
鼻
預
が
糖
の
四
つ

止
の
耳
に
見
ら
れ
恵
｡ノ
簡
素
は

.『
左
俸
』
宴
会
十
年

(699B
,a
,)
の
挺
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及
び
成
公
十
八
年

(6
78B
.α
.)
-
の
経

､
侍
甚
み
え
:石
斧
の
大
夫
啓
伍

(圃
武
子
)
に
比
定
さ
れ
て
小
も

徐
仲
野
氏
も
'
牛
鼻
環
は
'
潜
を

く
と
も
西
紀
前
六
世
紀
頃
'
帝
に
始
ま
つ
た
と
推
定
し
て
い
る

(
｢
酋

代
狩
猟
圃
象
考
｣
一
『
慶
観
察
元
増
先
生
六
十
五
歳
論
文
集
』
下
､
民
歯

二
十
二
年
刊
)
.
さ
ら
に

『
隣
語
』

晋
語
九
に
J
晋
の
避
簡
子
に
対

し
'
章
撃

-
孔
子
と
同
時
代
の
晋
の
賢
大
夫

-

の
語
つ
売
言
葉
の

･
う
ち
に
'

｢
申
行

･
把
氏
不
馳
庶
難
而
欲
榎
晋
周
'
今
其
子
孫
牌
排
於

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

斉
､
宗
廟
之
懐
､
薦
映
畝
之
勤
､
入
之
化
也
何
日
之
有
｣
と
あ
っ
て
'

牛
が
映
畝
之
勤
へ
即
ち
農
耕
に
使
用
ーさ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
?

示
藤
耕
之
早
晩
｣
と
e
L行
事
の
成
立
化
の
う
ち
に
も
'
簿

が
農
耕
紅
潮

～

嶺

さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
驚

次
ぎ
に
牛
坊
と
関
連
を
も
つ
饗
に
洗
い
′て
は
､

『
訣
之
僻
事
』
紅

｢

港

(翠
)
耕
地
.
仇
牛
車
襲
撃
｣
と
あ

机
､
段
玉
裁
皇
女

｢
畢

･
排
二

._

字
互
訓
E
皆
謂
田
辞
.

-
･･･
『
静
譜
』
司
馬
牛
､
孔
澄
田
.
采
司
馬
牽

噛
o
此
可
詮
司
馬
牛
'
名
耕
'

1
名
聖
地
O
葦
真
船
人
耕
者
謂
之
耕
'

牛
耕
者
謂
之
準
｡
其
後
互
者
之
L
JJ注
し
て
い
る
｡
.

と
こ
ろ
で

『
翰
譜

確
也
篇
の

｢
牽
牛
之
子
､
騨
両
角
｣
の
饗
を
｡
清
の
意
棟
は
之
に
か
け

て
f

r
牽
牛
､
耕
牛
華

子
∵
其
犠
空

音

桑

'
(折壁

配
繕

墜

孔
子
の
弟
子
の
魯
の
司
馬
牛
や
采
の
再
伯
牛
が
'
夫

々
A
J
の
名
を
排
と

､

こ
こ
で
は
魂
の
個
鼻
や
采
の
朱
書
の
解
の
如
く
'
二

聾
'

雑
文
｣
と
見

I- 64

あ

ざな

辞
し
た
こ
と
も
'
字

が

名
と
関
連
し
て
附
せ
ら
れ
た
慣
行
に
照

し
､
牛

排
の
存
在
を
例
詮
す
る
も
の
か
｡

な
お
『
韓
非
子
』
外
債
敦
左
下
に
は
｢.

鵜
嚢
王
の
力
士
少
室
周
が
晋
た
撃
っ

●
●
●
す屯う,

〟

て
'
力
士
牛

子

耕

と

角

カ

し

た
こ
と
を
述
べ
て
-い
る..
尤

も
『
散
文
解
字
』
-

樫
の
健
に
'∵

｢牛
都
下
骨
也
.
仇
牛
璽
琴
.
春
秋
倖
'
宋
司
馬
樺
'
字
牛
｣

と
あ
声
こ
と
か
ら
､
耕
は
控
の
借
字
と
見
る
王
引
之
の
如
き
単
著
も
あ
る
が

J
(
｢藤
秋
名
字
解
散
｣
下
『鍵
義
逮
問
』
撃

1十
77D
｡

毎
し
て
買

氏
泰
秋
』
季
冬
紀
『
縫
寵
』

月令町みえる｢季
冬
出
血
範

て
晋

｡
芝

で
耕
具
と
し
て
の
垂

竿

漕

君

津
氏

(
鮎

AO
)
･-

小
柳
司
雲

博
士

(鮎

蒜

齢
等

)
が
戦
票

の
も
の
と
き
れ
霊

∴

●●

管
子
』
東

馬
簾
の

｢
距
鱒
門
以
外
第
四
寛
之
内
､
丈
夫

二聾へ童
五
尺

●
●

よ
う
え
て

一
牽
'
以
琴

土
日
之

功

｣

に
求
め
る
O
同
じ
-
軽
重
甲
簾

に
も
'

′｢忠

●

君
窮

饗墾
田
､･-癖

硬
等
土
'
得
業
教
条
｣
と
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
二

部
の
甲
骨
勢
蘭
は
｢

甲
骨
文
字
の
物
を
と
5
㌢

牛
酪

束
を
ひ
･S
て
土
を
潜
こ
す
貌
に
か
た
ど
･つ
･党
と
し
て
'
駿
代
す
で
略
号

覇
の
革
質
を
確
静
せ
ん
･と
心
境
｡
.そ
し
て
其
の
奴
が
､
ヰ
腐
盲
僻
史
家



匹現

把
も
栂
東
せ
ら
れ
て
S
る

(郭
洗
薯

･
呂
振
羽

･
薮
伯
聾
の
諸
氏
)
?
I

t

尤
も
並
数

(
王
国
雑
･
王
嚢
･
環
海
故
の

諸
氏
)
で
は
'
ト
辞
に
塵
主
い
う

｢
物
牛
｣
と
は
1
難
色
牛
の
名
で
あ
ろ
う
と
し
､
r牽
牛
之
予

〓

斉
Jl
の
完
蘇

語
』

の
何
重
任
と
同
義
に
解
稗
し
て
い
る
O

を
し
て
史
家
は
､.
と
か
Å

義

の
牛
に
ひ
か
せ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
舞
六●

′重
朝
時
の
聾
餅
の
絡

(2
6
0
9

B
･O
･
q
)
や
'
播
種
藩
学
具

え
た
､.I(

ど
.ロ
ン
の
聾
の
絡

(16
0
0
B
･C!･
頃
)
な
ど
を
借
少
,yr
r
･駿
代
に
溶
け

㌔

る
牛
筆
耕
の
存
在
を
推
定
す
る
の
で
あ
る
か
'-
今
の
私
に
は
､
な
れ
社

報
の
み
に
肯
定
す
る
窺
持
把
な
れ
な
い
o
Lを
こ

で
文
献
上
か
ら
'
耕
具

と
し
て
撃
を
求
め
各
と
｢
.大
分
卦
く
れ
て
戦
国
時
代
と
奄
る
が
､
牛
に

曳
か
せ
た
ス
尋
が
T
牽
｣
の
名
で
呼
ば
れ
た
の
は
1
そ
の
頃
光
と
し
て

も
､
唱
稀
の
鹿
に
そ
の
露
髄
が
存
在
し
た
と
見
て
も
差
支

え
な
か

ろ

う
0療

ら
ぼ
'
常
時
の
饗
の
形
態
で
あ
る
が
､
そ
れ
に
は
上
引

『
管
子
臨

め
二
翠

･
一
撃
を
手
耕
-
と
し
た
S
o,
併
し
そ
れ
に
封
す
る
先
人
の
解

と
し
て
等

二
蟹
を
〓
?
め
ス
車
と
せ
る
以
外
に
ぼ
､
今
日
ま
で
遺
憾

･駁
が
ら
,
私
は
聾
見
し
て
i
恕
i
｡
そ
こ
で
私
は
､
二
翠

二

軍
が
夫

々
束
と
緒
か
ら
改
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
で
み
た
b
靖
的
折〓
芯
え
ぼ
､

『管
子
』
の
1
牽
誓

縄
に
鯨
の
つ
い
女
様
式
三

撃
旧
来
に
韓
が
り
吋

ら
を
た
も
の
と
浪
'
を
し
･y

『
漢
書
』
金
華
意
把
S
う
湊
の
武
帝
時
.

遭
遇
の
発
案
に
か
か
る

｢
親
筆
1
聖

『
管
子
』
扮
所
謂
〓
翠
の
形
式

の
も
の
↓
後
漠
の
腐
寒
め

『
倣
碧

灯
み
え
る
三
饗
捻
､
ん
キ
聾

表

形
式
の
も
の
.
更
に
後
魂
の
.層
思
鳩
の

『
爾
民
要
衝
』
の
注
に
5
う
種

子
箱
の
の
ノつ
た

山
脚
樺
二

面

辞
三

二
脚
縛

へ
の
硬
達
を
辿
れ
.
そ
れ

が
今
日
華
北
に
行
わ
れ
る
棒
チ
(
子
劃

)～

嘩
土
塀
の
な
S
饗
な
-
蒋

子
な
り
に
･払
つ
液
と
?
.ま
た
後
漢
の
許
鱗

(苧

24
8i
.

D
.?
)
町

『
孜

文
節
字
』
樺
の
億
に

｢
六
叉
勲
｣

(聾

と
あ
少
'
藩
の
段
玉
象
は
之

把
注
し
て
､

｢
『
贋
韻
』
甘
三
竜
田
､
三
爪
畢
日
揮
.
此
謂

爪
也
･｡
許
云
六
爪
聾
者
'
謂
夢

二
爪
艶
萄
二
'
而
二
牛
痘
帝
'

賀 意

親㌦三

ー 56-

排
也
｡

一
撃

一
年
.
二
準
則
二
年
へ
共
用
三
人
O
｢
食
貸
志
｣
所
云
避
過

渡
､
用
耗
饗
二
竺

l天

噛
O定
主

席
榛
'
貯
穀
下
種
｡
敬
亦
名
三
脚
揮
｡

今
隣

･
甘
入
用
之
LB

J

U
し
て
へ
健
寒
の
三
牽

･
鰐

の
唾

放
置

(､『
贋

由
』
の
撰
者
)
の
望
爪
饗
に
求
め
海
亀
の
r
六
叉
撃
の
六
の
学
匠
射
し

て
..
馨
し
い
解
曙
を
採
っ
た
.
之
に
勤
し
､

王
簿
は

『簸
文
句
常
陸

∬r

や
､
大
東
は
三
叉
の
誘
か
か
と
'
ず
ぼ
少
と
や
っ
て
の
け
た
-｡
S
す
れ
T･

-
催
し
で
も
.
僕
も
後
漢
に
な
る
嘗

･ス
率
先
が
毒
づ
分
乾
し
*
'
今
日



4駆

の
三
脚
積

の
採
型
を
想
わ
せ
る
よ
う
な
饗
梓
が
出
て
い
る
こ
と
に
､
澄

目
し
た
い
.

ー
更
に
賓

P
あ
る
が
'
今
日
華
北
の
そ
れ
整

式
え
ば
'

一
頭
の
牛
に
＼

ひ
か
せ
'
農
夫
が
そ
の
隼
柄
を
担
っ
て
'
前
進
す
る
と
共
に
之
を
ゆ
り

動
か
し
､
艶
匁
で
播
溝
を
す
き
割
っ
て
'
自
動
的
に
上
部
の
種
子
箱
か

ら
種
子
を
港
内
に
落
下
せ
し
め
る
仕
組
に
な
-
､
排
撃
と
ち
が
っ
て
撃

韓
が
二
本
あ
っ
て
､
牛
の
両
脇
を
は
さ
む
形
式
を
i
J
つ
て
S
る
.
之
を

ヽ
ヽ

史
頚
に
徴
す
れ
ば
｣
魂
の
魚
豪
の

『
魂
略
』
に
､
轍
燈
太
子
皇
甫
隆
が

こ
の
儀
作
法
を
民
に
教
え
海
と
出
て
い
る

(
『
太
平
御
覚
』
巷
八
百
二

十
三
資
産
部
撃
､
ま
た

『
奔
民
要
術
』
の
自
序
に
み
ゆ
)
｡
す
で
に
み

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

た
健
寛
の
三
翠
は
'
明
か
に

｢
共

一
年
'

1
人
牌
之
｡
下
種
'
強
蒋
皆

取
備
蔦
｣
と
あ
っ
て
琴
と
精
華
と
が
別
個
に
存
し
て
､
排
種
時
に
撃
の

あ
JJ
に
積
草
が
つ
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
'
皇
甫
隆
の
榎
単
打
S
舞

っ
て
.
種
子
箱
が
牽
上
に
の
つ
卑
今
日
の
碍
子
形
式
に
改
善
さ
れ
た
抄

で
あ
る
｡
叱
れ
が
彼
の
創
案
だ
と
み
る
よ
り
､
西
域
交
通
の
要
路
た
る

/

轍
燈
で
.
バ
ビ
ロ
ン
そ
の
.他
束
ナ
ジ
ア
で
晩
に
使
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

種
子
箱
を
具
え
た
撃
を
俸
聞
し
て
'
製
作
せ
し
め
た
と
見
る
方
が
安
雷

か
も
知
れ
な
S
.

.
Lj
窟

チ
措
署

無
-

纂

き
｢
._望

の
翠
誓

写

れ
も
軌
鼠
.

琴
で
あ
り
｢

且
つ
ス
軒
先
が
未
だ
緒

(牽
匁
)
と
鐘

(嘆
土
枚
)
Jと
拓

H‥卜=岨

分
化
し
て
な
,S
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
､
牲
つ
て
こ
れ
枚
､
耕
起
用
と
い

う
よ
-
は
'
む
し
ろ
作
保
用
の
梼
饗
や
奉
っ
た
こ
と
を
特
徴
と
す
る
｡

さき

『
爾
誰
』
碍
楽
の
晋
の
郭
琴
の
注
に
'
三

尊

(犬
薯
)
ぬ

琴
錦
｣
と
乱

歩
'
睦
慾
徳
氏
が
西
周
以
降
敵
国
以
前
の
も
の
と
断
じ
た
河
南
.･
隣
酉

の
間
で
出
土
し
た
銅
翠
が
'
之
藍

只
詮
L
で
い
る

(
｢
中
歯
饗
規
之
上

古
銅
饗
考
｣

句
燕
京
畢
報
』
第
三
七
期

一
九
四
九
年
十
二
月
刊
)
｡

･

.
な
お
轟
振
玉
氏
が
漢

･
魂
の
間
の
も
の
と
さ
れ
た
青
銅
饗
は
､
今
日
,

中
国
の
琴
錦
と
査
-
襲
ら
ぬ
段
階
ま
で
禿
て
i
/ら

(『
庚
倉
畢
考
叢
書
魅

乙
奔
第
二
集

｢
金
泥
石
屠
｣
巻
上
)0
-.
.

(;

と
こ
β
で
､
私
の
所
謂
排
撃
､即
ち
ス
キ
先
が
緒
と
粥
と
托
分
か
れ
'

■‥

-

士
堀
の
反
韓
を
便
利
可
能
に
す
る
撃
の
名
が
出
て
束

る
-の
は
Ir
後
艶

の

『
帝
墓

傭
』

(沸
唱

1
)
か
ら
で
あ
る
,
田
-
,,
F
針

束
掛

●.撃､韓
長
四
尺
､
廻
轄
相
妨
.
耽
用
雨
牛
'両
人
憂
之
二

人
将
耕
.

一

･ハ

ヽ

▲T
入
下
種
､
二
人
棉
揮
｡
凡
用
両
年

･
六
人
'
1
日
綬
種
二
十
五
畝
L
j
我

′

が

1
町
八
反
八
畝
)
ど
?

そ
し
て
そ
の
注
に
S
う
､
｢
今
自
浄
州
己
西
､

●●●

猪
用

長較撃｡/長
輯
耕
平
地
僻
可
.
於
山
潤
之
間
､
如

不
任
用
'
且
廻
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韓
至
難
O
糞
力
末
若
帝
人

蔚翠柔
健
也
｣
と
.
こ
こ
に
推
賞
さ
れ
た
努

人
の
蔚
翠
は
'知
る
由
も
な
S
が
'
遼
寛
の
排
撃
と
S
い
'
済
州
(山
東

長
清
願
)以
西
の
長
軽
挙
は
t
S
ず
れ
も
廻
韓
の
む
づ
か
し
S
も
の
と
S

う
か
ら
'
長
床
翠
で
あ
っ
た
こ
･JU
が
細
ら
れ
る
し
'
そ
れ
が
唐
の
陸
亀

表
わ

『
末
期
経
』
に
於
S
て
'
江
東
の
水
田
翠
で
は
あ
る
が
'

｢
撃
床

の
長
さ
四
尺
｣
と
出
て
居
-
'
今
日
中
園
の
排
撃
が
南
北
を
問
わ
ず
､

長
床
翠
が
支
配
的
形
態
で
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
も
'
首
肯
出
束
る
｡
更

に
遮
束
Fの
排
撃
が

｢
用
爾
牛
'
六
人
､

1
日
線
種
二
十
五
畝
｣
な
る
に

射
し
て
､
避
寒
の
S
う
漠
の
避
退
の
三
翠
が

｢
共

1･牛
､

1
人
勝
之
'
▲

下
種
'
挽
挿
皆
取
備
｡
､日
種

一
頃
｣
と
の
耕
種
教
卒
の
相
達
は
､
前
者
ー

が
文
字
の
示
す
如
く

耕
起
用
の
も
の
で
､耕
起
長

韓
し
卜
トーこ
こ
に
∴

は
撲
土
枚
の
こ
と
が
出
て
な
い
が
､
同
書
種
凧
弟
十
四
に

｢
凧
.
･･'･･.

●
●

耕
捻
､
取
締
撃
耳
､
起
親
逆
潮
L
I鼻

え
て
い
毎
か
ら
'

｢
撃
耳
｣
帥

ち
嘆
土
板
の
存
在
が
知
ら
れ
る
十
｣
､
且
つ
か
な
-
の
深
耕
も
出
来
た

ろ
う
が
､
着
床
翠
で
あ
る
寓
に
'
そ
の
摩
擦
に
上
る
抵
抗
が
つ
よ
二

-
1
義

の
ヰ
で
三
人
が
か
-
で
之
を
御
し
た
も
の
1
'

1
日
僅
か
二
十
五

･･i

',:.::i::.i:zH
'TL:I;ilj
1-.'12'.LJ'i:;
:i:1:,..I.I:tlT';.TH

'.'l:I.Ill:I:.,I.)
.:I;.:I.:I:;.MH
:
=..n:."
i.I13.:I1m.=::1.那
.;.IM.州.rJ.:

ヽ

庵

に
抵
抗
も
少
-
､

毒

･
完

で
以
て

(相
鋼
者
)
日
竺

頃
即
ち
]
ノ

官
畝
の
耕
種
が
完
了
弘
来
た
棟
だ
｡
と
こ
ろ
で
'

避
寒
の

『
政
翰
』
の

メ

漕

文
も
'
超
過
の
こ
と
と
し
､
′
『
漢
書
』
食
賃
卦
に
い
う
越
路
の
碍

翠
･
二
年
･
三
人
と
相
落
す
&
.
墳
墓
は

『
漢
書
』
の
撰
者
班
固
よ
-
あ

く
る
る
こ
と
約
百
年
で
あ
る
が
､
桓
帝
の
と
き
五
原
の
太
守
と
な
り
'
∵

民
に
紡
績

･
織
経
や
法
を
教
え
'
農
簸

『
四
民
月
食
』
を
摸
し
て
'
農

事
に
多
大
の
関
心
を
も
っ
た
人
物
で
あ
-
'
彼
が
関
中
で
良
好
し
き

二

翠
を
以
て
･'.
偉
え
る
JJ
こ
ろ
の
遭
過
の
代
田
法
に
お
け
る
も
の
と
､･
輝

t

た
.の
で
綾
な
か
ろ
ケ
か
.
鵜
撃
主

二
挙
が
か
少
に
異
種
の
も
の
と
しA

て
も
っ
と
も
に
薄
型
で
あ
っ
喪
と
断
ず
る
こ
と
は
出
衆
よ
9
.

㌧

さ
て
排
撃
が
'
後
魂
に
垂

且
つ
ど
の
時
代
ま
で
潮
り
ケ
る
か
'
骨
の

私
泥
海
之
を
決
定
し
う
る
資
料
を
滝
ち
凌
わ
き
な
S
.
な
お
発
き
に
ふ

れ
た
唐
の
睦
鞄
豪
.63
朝
来
相
経
』
は
､
常
時
江
東
で
使
用
さ
れ
た
水
田

翠
を
'
十

一
の
部
分
に
分
解
し
て
'
夫
々
の
構
造

･
横
能
を
記
述
し
'

そ
の
寸
法
を
挙
げ
て
,い
る
が
､
そ
れ
は

｢
箭
｣
を
止
下
し
て

｢
建
｣
で

留
め
る
装
置
を
も
つ
排
深
を
調
節
す
る
進
歩
し
た
長
床
翠
た
る
こ
と
を

示
し
て
5
る
｡
そ
れ
は
､
正
に
今
日
江
南
デ
ル
タ
に
見
ら
れ
る
水
田
翠

を
努
寮
せ
し
め
る
も
Q
偏

ぁ
る
｡
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感弓

.扱
て
も

1
度
'
『
管
子
』
の
∴
撃
･
〓
型
を
撃
'
を
の
も
の
の
形
態
か

ら
で
な
畑
Y
型
を
ひ
く
牛
の
頭
数
JJ解
樺
し
て
み
る
｡
発
き
に
ふ
れ
た

エ
ジ
プ
ト
第
六
王
朝
時
代
の
翠
.･
西
紀
前
十
五
世
紀
頃
の
バ
ビ
ロ
ン
の

耗
翠
の
縛
に
見
え
る
牛
の
頭
数
は
､
S
ず
れ
も
エ
頭
で
あ
り
､
前
者
の

給
で
綾
'
二
頭
の
牛
が
角
の
と
こ
ろ
で
､
樺
を
さ
し
て
紐
で
縛
ら
れ
て

S
る
｡
加
茂
儀

一
氏
は
､
｢
こ
の
二
頭
形
式
は
､
ヨ
I
B
ッ
パ
の
青
銅
器

時
代
か
ら
西
部
ア
ジ
ア
の
古
典
時
代
を
通
じ
て
､
共
通
し
た
型
で
あ
っ

て
.
こ
れ
捻
牛
が
翠
に
繋
が
れ
る
以
前
絶
於
S
て
捻
'
#
.は
同
株
二
頭

立
て
で
以
七
草
を
ひ
い
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
.
即
ち
草
を
曳

く
形
式
が
を
の
ま
ま
翠
を
牽
-
際
に
移
さ
れ
牢
の
-で
あ
る
｣
と
せ
ら
る

(
『
捷
術
襲
達
史
』
錬
鋤
並
び
に
撃
の
磯
連
史
｣
昭
和
十
八
年
刊
)
0

申
鱗
に
お
い
て
も
'
こ
の
考
え
が
安
雷
す
る
よ
う
に
針
思
え
る
｡
(例
え
.い

ぼ
､
徐
仲
野
氏
は

｢
采
相
致
｣
で

｢
甲
骨
文
中
己
有
両
馬

･
或
牛
所
駕

之
革
｣
と
し
て
S
る
)､翠
を
ひ
か
せ
る
隼
の
頭
数
が
'
は
じ
め
て
出
て

凍
る
の
軌
､
『
漢
書
』
食
貨
志
の

｢
柄
警

1eTL.
三
人
｣
で
あ
る
,
叉

.●●

後
魂
の

『
帝
民
要
術
』
に
も
｣
今
遼
東
排
撃
'
-
-
既

用両年､
両
人

●
●

牽
之
'

一
人
特
之
｣
と
あ
る
｡
そ
の
外
に
は
'
墳
墓
の

｢
三
翠

一牛
｣

の
旬
が
見
え
る
｡
既
に
述
べ
た
如
Y
'
牛
の
鼻
環
の
考
案
に
よ
っ
て
､

.1,牛
で
翠
を
ひ
か
せ
る
こ
と
も
容
易
と
な
る
.
さ
き
に
避

退

の
頼
撃
I

を
､

『
管
子
』
の
±
翠
即
ち
来
系
統
の
滝
.Q
･と
解
し
夜
聖

耗
排
の
準

J
で
訣
S
た
と
こ
ろ
か
ら
顧
み
て
小

何
か
私
に
も
落
ち
つ
か
ね
と
こ
も
が

あ
る
｡
を
こ
で
'

一
年
で
ひ
-
翠
に
勤
王

±

牛
や
ひ
-
翠
乾

頼
撃

と
云
っ
た
と
す
れ
ば
､
講
の
字
も
生
き
て
S
驚

そ
し
･て
T
沸
翠

･
三
.

牛

･
三
人
｣
と
は
､
『
奔
民
要
術
』
の
遼
東
の
排
撃
に
み
え
る

｢
爾
入
寮

∴
之
'
1
人
婿
排
｣
上
岡
凍
､
1
人
耕
排
の
撃
把
を
潜
さ
え
'
他
の
二
人
が

凍
々
牛
の
は
づ
な
を
と
つ
て
'
併
進
し
女
も
の
で
凍
ろ
う
｡
懲
ら
ぼ
'

を
の
場
合
の
撃
破
'
必
ず
し
戊
桑
系
統
の
分
優
し
海
華
と
解
す
る
必
要

も
な
/い
｡
.こ
れ
は
､

『
管
子
』
の
二
翠
に
も
あ
て
は
ま
ろ
う
.
そ
う
だ

と
す
れ
ば
雀
寛

･
許
鳩
の
童
撃
'
樺
は
､
森

敵
の
創
製
だ
と
解
樺
せ
払

ぼ
な
ら
な
く
な
る
O
.こ
こ
に
私
は
､
二
つ
の
僻
詮
を
も
ち
出
し
て
､
大
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方
の
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正
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SOME PROBLEMSプN THE HISTOSY OFI

_AGRICULTURAL TECHNIQUE ､IN CHINA

By′qenno馳ke･Amapo
′

でheC打ふ･ch'lu-priodissaidtomarkagr飽tChang色iithe

thehistoryofagriculturaltechnique.InthesameperiodJironimple一

甲βntSlandtheo軍･drivenplough mad_etheirappearanceyleadingto
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l才

･theenlargemento長cultivatedlandanddevelopne叫 ofagricultural

productivity,andfinallybringingachangeintheproductiverelations.

Inthepresentarticleareexaminedvarioustheorieshithertoproposed

upontwoofsuchimportantchang飴inagriculttlraltechnique,otl･keng

(親排)andniu-1i･kきng(.年型耕),andtheauthorcomestotheconch･

sion tha t.thefomler'meantmere'col0Pemtivectlltivation inthe

wet･fieldareaofnorthChina,whilethelatterWOrdsuggcSltstheem-

ploym entoftheQX inagricultureaseぴlyasintheCh'un-ch'iuperiod.

Inthisconnectiontheauthorrejectstheviewheldbysomespecialists

ontheoraclesbonesthatniu･li･kengwas'alreadyinllSeintheYin

period.Hesaysthat,though itistraceableonlytothePeriodofthe

WarringStatessofar asdocumentaryevidenceisconcerned,niu･li一

七色IgWasinpracticeasearlyasintheCh'un-ch'iuperiod.Thedeve･

h-!opme出 iIIthemakeoftheli(plough)iSal$0 申 Cribed･
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